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8/25（日）「山本のぶあき議員歴 35 年・ 

令和のつどい」を開催させていただきま 

した。たくさんの皆様と、令和の時代を 

お祝いし、楽しいひとときをご一緒させて 

頂くことができました。 

 

 

謹んで新春のご挨拶を申し上げます。平素はあたたかいご支援

を賜り、深謝申し上げます。 
後援会主催「令和のつどい」には、たくさんの皆様のご参加を頂

き、和気藹々と楽しい時間を過ごさせて頂きました。 

 本年も後援会といたしましては、今まで以上に山本のぶあきの 
議員活動をしっかりと支え、山本とともに一生初心を忘れることなく 

次のステップへの力となるべく、尽くしてまいります。 

いっそうのご指導ご鞭撻のほどよろしくお願い 
申し上げます。      

山本のぶあき後援会  
会長 花井萃 
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後援会主催「令和のつどい」 

11月 

万葉文化館特別展 

極真カラテ大仏杯 
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感謝の気持ちをこめて 打合せはみんな真剣 

 

令和元年９月県議会 代表質問（9/18） 
質問答弁詳細は 山本のぶあきホームページでご覧いただけます https://y4905.jp/ 

 

 

 
【知事答弁】 

２（１）約 10年後の 2巡目の国民体育大会開催とその開会式を視野 

に入れて、6 月定例会では、県立橿原公苑と橿原市の橿原運動公 

園の土地・施設の交換による拠点的整備について提案し、また、 

交換がなされない場合に備え、その他の場所での開会式の可能性 

も並行して考えておく必要があると答弁した。このような地域振 

興の核となる事業をうまく進めるためには、地元の理解と熱意が 

前提であり、そのうえで県が地元の熱意に応えるため知恵を絞る 

という流れが必要。県と市町村が方向を同じくし、まずは、市町 

村から、県とともに事業を推進するという確実な意思表示を頂く 

必要があると考えている。 

２（２）病院の近くに新駅を設置する、医大新駅設置については、 

八木西口駅の存廃という大きな課題克服に向け、現在、近鉄と調 

整を進めているところ。 

また、「医大周辺地区まちづくり基本構想」についても、今年度内 

策定に向けて、県と橿原市が連携し、取りまとめを行っていると 

ころ。今後も早期にまち開きができるよう、引き続き橿原市や近 

鉄、医大などの関係機関と連携し、まちづくりをすすめてまいり 

たいと考えている。 

【質問要旨】 

１ 県と市町村とのまちづくりについて       （知  事） 

 県と市町村との連携協定によるまちづくりの現在の状況と、今後 

どのように進めていこうとしているのかについて伺いたい。 

２ 中南部地域、東部地域の振興について      （知  事） 

（１） 先の６月定例県議会で表明された「国体開催に向けた橿原公 

苑と橿原運動公園においての一体的なスポーツ拠点施設の

整備」について、改めて知事の考えを伺いたい。 

（２） 新駅の設置を含めた、県立医科大学と周辺のまちづくりに 

ついて、現在の進捗状況と今後の見通しを伺いたい。 

（３） 橿原市と高市郡は、従来から結び付きが強い地域であり、 

将来的に、合併という道に進む可能性も想定され、今から準

備を進めていくことも必要と考えるがどうか。 

（４） 高取城の整備や、「飛鳥・藤原の宮都とその関連資産群」の 

世界遺産登録をはじめとした、中南部・東部地域の歴史文化

資源の保存と活用に向けた今後の取組について伺いたい。 

３  幼児教育・保育の無償化について        （こども・女性局長） 

 １０月から始まる、幼児教育・保育の無償化を円滑に実施してい 

くために、県はどのように取り組んでいるのか。 


